
















編集後記 

 

 

文明が発達し、あらゆるものを記録できるようになりましたが、匂いというのは未だに記

録できません。それでも、なるべく今のコーヒーハウスの“匂い”を伝えたいと思って作

りました。読んだ方は是非、実際の“匂い”を嗅ぎに来てください。（優） 

 

生きているのだから、生きることは生涯に渡るテーマのはずで、30 になった私は自分の

人生について 1/3をコーヒーハウスから学んできたことになる。失われ、離れていくこと

に執着すればするほど心が醜く歪んでいくのを目の当たりにしながら。変わりゆくものに

手を加えるのは生命に対する冒涜である。（頌） 

 

編集を通して、コーヒーハウスでの多くの出会いに感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。出会い方そのものよりも、その人と向き合った上で、この出会いを大切にしようと思

えることや、後に振り返ったときに、その出会いに感謝できることがとても尊いことなの

だと改めて感じました。 （森本彩里紗） 

 

コロナ禍でも公民館での学びをとめずに工夫して活動していることを、編集に携わったこ

とで改めて感じました。どのような状況でもみんなで活動したいという思いが大事だと思

いました。（横山茉央） 
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